


































- 社会科指導案 1 -
第２学年 社会科学習指導案
２年１組 男子17名 女子23名 計40名
指 導 者 坂田 元丈
【授 業】９：40～10：30 会場 ２年１組（３階）
【協議会】10：45～11：55 会場 ２年１組（３階）

















































































































































































































































































































- 社会科指導案 7 -
（２）展開








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































観点 【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】
評 ・近世とは，次のⅰ～ⅲが行われた ・｢トゥールミン・モデル｣を用いな ・課題に対し，自らすすんで調べたり，






Ａ ・ⅰ～ⅲの３点すべてについて記述 ・｢根拠｣をもとに，｢理由付け｣を主 ・課題に対し，自らすすんで調べたり，
できている。 張することができている。 主張したりすることができている。




Ｃ ・ⅰ～ⅲの１点のみ記述している。 ・｢根拠｣をもとにできておらず，｢理 ・課題に対し，自らすすんで調べること
・いずれの記述もできていない。 由付け｣も述べることができない。 も主張もできていない。
※ Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する
△「近世とは」記述のプリテスト・ポストテスト △トゥールミン・モデルを用いたワークシート
- 社会科指導案 10 -
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